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Abstract For detecting the distribution and migration patterns of age-０ walleye pollock along

the Pacific coast of Hokkaido including the Nemuro Straight, reports of pollock juveniles from

fishermen were analyzed with previous information collected through various surveys.

In the waters along Donan to Cape Erimo, pollock juveniles initially appear in April around

Funka Bay, a major spawning ground. The distribution of the juveniles expands eastward and

reaches to Cape Erimo in September. This observation suggests that some of the juveniles

originating in Funka Bay move to Cape Erimo. In the Nemuro Straight, juveniles spawned in

this area appear in the southern part of the Straight from April to July, and they move to the

northern part of the Straight in summer and autumn. In the waters of Doto（from Cape Erimo

to the Nemuro Peninsula）, pollock juveniles mainly appear from September to next April, and

they are widely distributed on the continental shelf areas. It is suggested that most of the juve-

niles migrate from the east of Cape Erimo, because pollock spawning occurs on a very small

scale in this area.
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漁業者アンケートに基づく北海道太平洋沿岸における
スケトウダラ０歳魚の分布および移動

本 田 聡＊

Distribution and migration of age-０ juvenile walleye pollock,
Theragra chalcogramma , along the Pacific coast of Hokkaido

based on reports from fishermen.

Satoshi HONDA＊

スケトウダラ（Theragra chalcogramma）は，北

海道周辺における漁獲対象資源として最も重要な魚種

の一つである。このうち，太平洋系群は，南は房総半

島周辺から東北太平洋岸を経て，北海道太平洋岸，さ

らには択捉島沖太平洋岸まで広い範囲にわたって分布

し，その中に複数の産卵場を持つとされている

（辻，１９７９；八吹，２０００）。

１９９６年の国連海洋法条約批准に伴い，スケトウダラ

は漁獲可能量（TAC）対象魚種に指定され，生物学的

許容漁獲量（ABC）の算出が求められるようになっ

た。例えば，産卵親魚量と新規の加入尾数の間に一定

の関数関係が当てはまるような魚種については，現在

の親魚資源量から将来加入する年級群の豊度を予測

し，それに基づいて ABC を決める方法が試みられて

いる（水産庁，印刷中）。しかし，スケトウダラ太平

洋系群の場合には，再生産関係に一定のモデルをあて

はめることは難しい（八吹，本田，印刷中）。そこで，

発生後の年級群豊度を出来る限り早い段階で把握し，

それが漁獲対象資源に加入する前に資源評価に反映さ

せることが求められている。

スケトウダラ太平洋系群に対する漁獲は，その年齢

によって水域及び漁法が異なる特徴を持つ（小

林，１９８５）。最も早く資源を利用する東北水域の沖合

底びき網漁業（沖底）では，０歳から３歳程度の未成

魚までを対象とした操業を行っている。資源評価を行

う上では，最も早く資源を利用する東北水域の０歳魚

の漁獲状況から年級群の豊度を見積もることができれ

ば，早い時点でその後の資源動向を予測することが可

能となる。アラスカ湾シェリコフ海峡では，スケトウ

ダラ仔魚および稚魚の豊度から２年後の加入豊度の推



＊本報告におけるスケトウダラの年齢の起算日は４月１日とした

定が試みられ，ある程度の相関関係が示されている

（Bailey and Spring, １９９２）。しかし，東北水域の沖

底による０歳魚の漁獲量の動向と，翌年以降に東北，

北海道太平洋水域において漁獲される未成魚，成魚の

年級豊度との間には良い相関が見いだされておらず，

この漁獲動向を将来の加入量の指標として用いること

は困難である（八吹，本田，印刷中）。

東北水域に次いで当該資源を利用するのは，２歳魚以

上の未成魚および成魚を漁獲対象とする北海道東部太

平洋水域（道東水域）における沖底である（北海道周

辺水域の沖底では体長３０�未満のスケトウダラの漁獲
を自主規制している）。同水域では毎年３～９万トン

の漁獲があり，近年ではスケトウダラ太平洋系群全体

の漁獲量の約３割を占める（八吹，本田，印刷中）。

一方，これまで実施された複数の調査により，夏季か

ら秋季にかけて道東水域にスケトウダラ０歳魚の分

布が確認されている（石垣ら，１９６０；Miyake et al.,

１９９６；志田ら，１９９９）。このうち，秋季の釧路以西水

域で実施されるシシャモ試験操業において，１９７０年代

後半から１９８０年代前半にかけて，混獲されるスケトウ

ダラ０歳魚の漁獲量とその後の年級群豊度との間に相

関が見いだされたこともある（Miyake et al., １９９６）。

よって，道東水域の場合，秋季の０歳魚の分布量を正

確に見積もることができれば，その後漁獲対象資源に

加入する年級群の豊度を予測できる可能性がある。と

ころが，このスケトウダラ０歳魚についても，夏季以

前の着底前後の時期における分布及び移動過程を的確

に捉えた例はこれまでない。

スケトウダラ太平洋系群の産卵場としては，噴火湾

口部周辺，襟裳岬周辺，広尾沖，釧路沖，択捉島沖が

挙げられる（辻，１９７９）。さらに，系群としては別の

扱いになるが，卵・稚仔魚が道東水域へ輸送される可

能性のある産卵場として，隣接する根室海峡（金

丸，１９８９a）を挙げることができる。秋季に道東水域

に分布するスケトウダラ０歳魚がいずれの産卵場に由

来し，いつ頃どの水域を通り，道東水域に来遊するの

かについては，未だ明らかではない。

北海道周辺水域における表層生活期から着底期前後

にかけてのスケトウダラの分布は，沿岸のごく浅い

場所から１００�深付近までの大陸棚を中心としている
（石垣ら，１９６０；金丸，１９８５a；中谷，前田，１９８７；志

田ら，１９９９）。したがって，スケトウダラ０歳魚を直

接対象とする漁業が存在しなくとも，各産卵場で発生

したスケトウダラ０歳魚が，時間の経過とともに徐々

に周辺水域へ移動・分散する過程で，各種刺網，定置

網，採藻などの漁業活動において，漁業者の目に触れ

ることが期待される。

そこで本研究では，まず北海道太平洋岸および根室

海峡周辺におけるスケトウダラ卵・稚仔魚の分布に関

する既往の知見をレビューし，各水域におけるスケト

ウダラ稚仔の季節別の分布，移動について整理を行っ

た。また北海道太平洋沿岸および根室海峡沿岸の漁業

協同組合および機船漁業協同組合を対象として，スケ

トウダラ０歳魚の混獲あるいは目視情報に関する聞き

取り調査をアンケート形式で実施した。これらの結果

から，北海道太平洋岸および根室海峡周辺水域におけ

るスケトウダラ０歳魚の移動・回遊，特に夏～秋季以

降に道東水域に分布する０歳魚と各水域，各産卵場と

の関係について考察した。

方 法

既往知見の整理

北海道太平洋岸および根室海峡周辺におけるスケト

ウダラ卵・稚仔魚の分布に関する論文，報告書などの

既往知見を収集，レビューし，水域毎の季節別分布，

移動パターンを整理した。

アンケート調査の実施

北海道太平洋岸および根室海峡に面する沿岸漁業協

同組合および機船漁業協同組合の計５４組合に対して，

スケトウダラ０歳魚＊の混獲／目視の有無およびその

時期，水深などの情報に関する質問票を送付し，組合

員に記入を依頼した（Appendix）。なお，質問票の配

布と回収作業の際に，各組合において膨大な集計の手

間が発生するのを避けるため，送付する質問票の枚数

は，各組合所属正組合員数の１割強とした。

回収した質問票の整理にあたっては，その出現季節，

出現水深など最も幅広く情報を網羅するように整理し

た。すなわち，ある組合の漁業種類毎に，最も早い発

見報告から最も遅い発見報告までの期間を分布期間と

し，また最も浅い発見水深から最も深い発見水深まで

を分布水深とした。発見情報については，毎年同様に

観察される場合と，ある年のみ観察された場合の２種

類が想定され，質問票にもその区別を記入する項目を

設けたが，結果的にはその区別がされている回答と，

されていない回答の両方が混在した。そこで，集計に

当たっては，出現情報が例年観察されるか，あるいは

ある年のみ観察されたかの区別は行わなかった。
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結 果

北海道太平洋岸および根室海峡におけるスケトウダ

ラの産卵期は，水域によって多少の差異があるものの，

おおよそ１２月～翌年３月頃である（中谷，前田，１９９３；

佐野ら，１９９３；濱津，八吹，１９９５）。スケトウダラは，

産卵から１０日～１ヵ月程度でふ化し，数カ月の表層生

活期を経た後，夏季に着底生活に移行する（中谷，前

田，１９９３；佐野ら，１９９３）。春季（３～５月）に沿岸～

浅海域で各種稚仔魚分布調査によって採集されるスケ

トウダラ０歳魚は，この表層生活期から着底期前後の

時期にあたり，またスケトウダラの生活史において最

も早く漁業者の目に触れる段階と考えられる。そこで，

既往知見の整理，アンケート調査の結果ともに，水域

毎に春季から季節を追って整理した。

既往知見の整理（Fig. 1）

１）道南～襟裳以西水域

前田ら（１９７９）；中谷，前田（１９８７）；中谷，前田（１９９３）

によると，噴火湾周辺水域におけるスケトウダラの産

卵盛期は１２月～３月で，産卵場は湾口部から湾外の大

陸棚水域に形成される。ふ化までには２～４週間を要

し，その過程で卵は湾内に移送される。４月には湾奥

部で後期仔魚の分布が確認される。この時の体長は

７�前後とごく小さい。５～６月になると，３～４�
の稚魚に成長し，砂原沖沿岸の中層１５～２０m に高密

度の分布域が確認されている。その後７月下旬には，

稚魚の分布域は湾外の水深１００～２００�の海底付近へ移
動する。この時期が着底生活への移行期と考えられる。

１９８０年代に行われた委託試験船の操業結果からは，秋

季には０歳魚は噴火湾外渡島半島太平洋岸～胆振沖

の大陸棚上に分布し，更に冬季から翌春季にかけて

は１～２歳魚とともに水深５０～３５０�の大陸棚～大陸
斜面上に分布することが示されている（佐々木，長

澤，１９９３）。

また，小林（１９８５）；大迫ら（１９８６）；大迫ら（１９８７）；

渡辺ら（１９８８a）は，噴火湾口部周辺の産卵場で生み

出された卵・稚仔魚の一部が東北北部太平洋岸へ移送

されている可能性を指摘しているが，その移送量やメ

カニズムについては未だ明らかではない。

なお，苫小牧から襟裳岬にかけての日高沿岸水域で

は，スケトウダラ０歳魚の分布，移動に関する知見は

得られていない。

２）道東水域（襟裳岬以東～納沙布岬以西の太平洋）

噴火湾周辺水域に比べると，特に稚魚期の分布に関

する情報は多いとは言えないが，いくつか有用な知見

が得られている。辻（１９７９）は，道東水域には広尾沖，

釧路沖および択捉島沖にそれぞれ産卵場が存在するこ

とを示した。これら道東水域の産卵場は噴火湾水域

の産卵場に比べると小規模であり（小林，１９８５；金

丸，１９８９a），かつ規模の年変動が大きい（濱津，八

吹，１９９５）。金丸（１９８５a）および濱津，八吹（１９９５）

は，道東水域の産卵場における産卵盛期が３月で，噴

火湾周辺水域の産卵盛期に比べて１～２ヵ月程度遅い

ことを指摘している。また，石垣ら（１９６０）は８月以

前に道東沿岸の定置網で体長７�以下の０歳魚が混獲
されることを報告し，これが道東水域の産卵場由来の

幼魚であると述べている。

夏以降の分布については，Miyake et al .（１９９６）お

よび志田ら（１９９９）が，９～１０月に釧路以西水域で実

施するシシャモの試験操業において，スケトウダラ０

歳魚が水深３０－８０�付近で混獲されることを報告して
いる。また，１２月には釧路海底谷付近の水深１９０�前
後において，体長１２～１４�の０歳魚の分布が確認され
ている（石垣ら，１９６０）。

３）根室海峡水域

根室海峡は，噴火湾周辺水域と並んで大規模な産卵

場が形成される水域で（辻，１９７９），卵・稚仔魚の分

布に関する調査研究が多数実施されてきた。同水域は

地形的に，野付水道以北の海峡北部とそれ以南の根室

湾に分けられる。海峡北部が海深５００�以深から知床
半島東岸および国後島西岸に向かって急傾斜で立ち

上がる斜面で構成されるのに対して，その南側の野付

水道付近および根室湾，さらには太平洋に繋がる珸瑶

瑁水道付近は海深１０～２０�程度と極めて浅い。産卵場
は海峡北部に限定して形成され（金丸，吉田，１９８４；

金丸，１９８９a），根室湾への産卵親魚の来遊はみられ

ない。産卵期は２～４月にわたり，産卵盛期は３月で

（金丸，１９８５a；佐野ら，１９９３），噴火湾周辺水域に比

べ１～２ヶ月遅い点で道東水域と一致する。産卵期の

海峡北部における卵の鉛直分布を調べたところ，海面

下１０�層における採集量が，より深い層での採集量を
総合した全採集量中の７割を占め，上層ほど卵が多く

分布する傾向を示した（金丸ら，１９８４）。４月下旬～

５月中旬になると，海峡北部，根室湾等を含む根室

海峡全域でふ化前後の卵・仔魚の分布が確認され

るが，特に根室湾内におけるスケトウダラ後期仔魚

（体長６～１０�）の分布量は，産卵場である海峡北部
における仔魚の分布量を上回る（金丸，１９８５b；金丸

ら，１９８６）。これらの仔魚は，海峡北部の産卵場から移

送されたものと考えられる（金丸，１９８５a）。その後５

月下旬～６月上旬には，スケトウダラ仔魚の分布の

中心は再び野付半島以北の海峡北部に移り（金丸ら，

3アンケートによるスケトウダラ０歳魚の移動
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＊稚魚を採集するための大口径プランクトンネット。大型のものは口径２．５�，コッド部の網の目合２�。小型のものは，口径１．３�，
網次の目合０．６３�。当該調査では，両方のネットによる傾斜曳きを実施した。

Area
No. Responses／
No. Send

Response rate
（％）

List of respondents

Donan
（excluding Funka Bay）

３／９ ３３．３ Yasuura, Usujiri, Ofune

Funka Bay ３／８ ３７．５ Mori, Yakumo, Usu, Noboribetu

West of Cape Erimo ３／１０ ３０．０
Kojohama, Muroran-Kisen, Tomakomai, Shizunai,
Fuyushima

Cape Erimo １／１ １００．０ Erimo-cho

Doto
（east of Cape Erimo）

４／１５ ２６．７ Otsu, Kushiro-kisen, Chirippu, Nemuro

Nemuro Straight ２／５ ４０．０ Betsukai, Rausu

Total １９／５４ ３５．２

Table 1. Results of the recovery of the questionnaire from the fisheries cooperative associations of the Pacific coast and
the Nemuro Straight area of Hokkaido about the occurrence of age-０ juvenile walleye pollock．

１９８６；加賀，１９８８；金丸，１９８９b），さらに時間を経

るとともに根室湾内のスケトウダラ稚魚の分布量は減

少する。この時期に海峡北部におけるスケトウダラ仔

稚魚の鉛直分布を調べたところ，卵期とは逆に，海底

に近づくほど採集量は増加した（金丸ら，１９８６）。こ

のように，稚仔魚の発生ステージの進行とともに，分

布の中心が根室湾から海峡北部へと再び北上する現象

について，金丸ら（１９８６）は，スケトウダラ稚仔魚の

成長に伴い生活様式が変化した結果と考察している。

６月下旬になると，海峡北部，根室湾ともに，稚魚ネ

ット＊ではスケトウダラ稚魚は採集されなくなる（金

丸ら，１９８７）。しかし，同時期に行った桁網の着底曳

きでは，数尾ながらスケトウダラ稚魚が漁獲されてい

ることから（金丸ら，１９８７），稚魚の成長に伴うネッ

トからの逃避能力の向上，あるいは分布水深の変化な

どの影響が考えられる。

その後の幼魚～未成魚期の分布に関する情報は乏し

く，再び知見が得られるのは，産卵親魚となって海峡

北部に来遊する３歳魚以降となる。

なお，ロシアの実効支配水域となる北方四島周辺水

域について，Зверькова（１９９９）は，調査船による卵・

稚仔魚の分布調査および未成魚と成魚を対象とするト

ロール調査の結果から，根室海峡，通称：三角水域

（国後，択捉両島と歯舞，色丹島に挟まれる水域）お

よびプロストール湾（択捉島北東部のオホーツク海側

に面した水域。日本名不明）の３カ所を，スケトウダ

ラ０歳魚が高密度に分布する水域として挙げ，これら

が根室海峡の産卵場に由来するものとしている。

アンケート調査

回収率，回答状況

アンケートの回収結果を Table 1に示した。なお，

質問票の返送に当たって，漁業者が個々に記入した用

紙をそのまま返送した組合と，組合員からの回答を１

枚にまとめたうえで返送した組合の２つのケースが存

在した。そこで，集計法の統一を図るため，回収率は

質問票の回収枚数ではなく，組合から回答が返送され

たか否かに基づいて計算した。

その結果，回答組合数は１９箇所，組合単位での回収

率は３５．２％となった（Table 1）。全体の回収率は４割

を下回ったものの，調査対象水域全体をおおよそ網羅

する形で回答が得られた（Fig. 2，Fig. 3）。

季節および水域による出現状況

１）道南～襟裳以西水域

道南～襟裳以西水域におけるスケトウダラ０歳魚の

出現は，４月から６月にかけて道南の噴火湾内外の沿

岸（組合名：森，大船，臼尻，安浦。以後，括弧内に

組合名を記述）で確認された。分布が確認された場所

の水深は，数�～６０m といった浅海域であった。

夏季になると，０歳魚は噴火湾の北東岸（有珠）お

よび噴火湾外の胆振沿岸（苫小牧）で確認された。分

布水深も６０～１５０�と春季の分布水深帯よりも深く，
分布域の沖合への移動が示唆された。

秋季には，噴火湾外渡島半島南部（大船），胆振（登

別，苫小牧）～日高沿岸（静内）および襟裳岬付近（え

りも町）と広範な範囲でスケトウダラ０歳魚の分布が

5アンケートによるスケトウダラ０歳魚の移動
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確認された。

冬季には，噴火湾外渡島半島南部（大船），胆振沖

（登別，苫小牧，室蘭機船），襟裳岬周辺（えりも町）

水域において０歳魚の分布が確認された。分布水深は

８０～４００�とさらに深くなり，春季～夏季よりもさら
に沖合側に移動したことがうかがわれた。

なお，噴火湾奥部にあたる八雲，胆振沿岸の虎杖浜，

さらに日高沿岸の冬島の３漁協からは，混獲／目視事

例なしとの回答があった。

２）道東水域（襟裳岬以東～納沙布岬以西の太平洋）

道東水域では，春季（３～５月）における発見情報

はなく，夏季に入り６月下旬～７月中旬の大津沖水深

２０�の沿岸で，スケトウダラ０歳魚が確認されたのが
最初であった。

その後，秋季（９月）には，道東沖の沖底操業水域

（水深１５０～３００�）および釧路以東の沿岸域（水深６０～
１００�）において分布が確認された。さらに，冬季（１２
～１月）には上述の水域に加えて，大津沖水深１００�
前後の場所で再び０歳魚が確認された。これらの分布

は翌年春（４月）まで継続した。

なお，根室半島に位置する根室漁協は，半島北側の

根室湾と半島南側の太平洋岸の両方に漁場を持つ。さ

らに，根室管内の漁協は，各組合が入会で共同利用し

ている漁場があるため，必ずしも各漁協の所在地の前

浜が漁場とは限らない。本調査において，根室漁協か

ら寄せられた秋季および翌春のスケトウダラ０歳魚の

分布情報は，いずれも太平洋側の漁場のものである。

３）根室海峡水域

根室海峡水域におけるスケトウダラ０歳魚の最初

の出現は，３～７月にかけての根室湾内（別海）水深

４～１３�のごく沿岸域であった。海峡北部（羅臼）で
は７～９月に再び０歳魚が確認されたが，その水深帯

は０～１００�と深い側に分布域が拡大していた。その
後，再び０歳魚が確認されるのは３月中～下旬の海峡

北部におけるスケソ刺網漁で，その間０歳魚は確認さ

れなかった。

なお，４～５月に根室海峡の水深３００～４００�の深海域
において０歳魚発見の報告があったが，これはその分

布水深帯から見て，その年に満１歳になった個体と考

えられる。

考 察

既往知見とアンケート調査との対応

１）道南～襟裳以西水域

道南～襟裳以西水域における０歳魚の出現時期及び

分布水深について，既往知見とアンケート調査結果と

の間で大きな相違点は見られなかった。ただし，本調

査では４～６月にかけて噴火湾南岸（森）および噴火

湾外の渡島半島東岸（大船，臼尻，安浦）にて発見報

告が得られたが，この結果は７月よりも前に渡島半島

東岸でスケトウダラ稚魚の分布が確認されている点

で，中谷，前田（１９８７）の報告と異なる。この点につ

いては，中谷，前田（１９８７）の報告が１９８０～１９８２年の

調査船調査による結果に基づくのに対して，本調査は

長年にわたる漁業者の経験の全ての期間を含んだ回答

（これには最近の情報も含まれる）である点が，結果

に差異を生じた要因と考えられる。また，アンケート

調査では，噴火湾奥部に当たる八雲漁協から混獲／目

視事例無しという回答を得たのに対して，既往知見で

は，４月に湾奥部に体長７�程度のスケトウダラ仔魚
の分布が確認されている。この相違については，体サ

イズが小さすぎるがゆえに通常の漁業活動で発見され

にくかったためと考えられる。

アンケート調査の結果から，道南～襟裳以西水域に

おけるスケトウダラ０歳魚の夏季以降の分布・移動を

連続的に辿ることができた。夏季には噴火湾北岸（有

珠）および噴火湾外の胆振沖（苫小牧）の水深６０�付
近でスケトウダラ０歳魚が確認されており，その後，

秋季から翌年春までの間，分布水深を徐々に深くしつ

つ，噴火湾外の渡島太平洋岸～胆振沖の水域において

継続的に確認された。これは佐々木，長澤（１９９３）の

報告とも一致し，同水域において翌春まで滞留する群

が存在することを示唆する結果であった。一方，この

群とは別に，夏季の胆振沖から日高沖を徐々に東進す

る動きも同時に捉えられた。７～８月に胆振沖（苫小

牧）で確認されたスケトウダラ０歳魚は，その後８月

下旬から１０月上旬にかけて日高沖（静内）で，さらに

１０月上旬から２月下旬に掛けて襟裳岬周辺（えりも

町）で確認された。この結果は，春季に噴火湾周辺水

域で発生したスケトウダラ０歳魚群の一部が，時間と

ともに日高沿岸の大陸棚上を東進し，秋季に襟裳岬ま

で達する移動回遊経路の存在を示唆する。

さらに，既往知見では，噴火湾周辺水域由来の卵・

稚仔魚の，東北北部太平洋岸への移動も示唆されてい

る（小林，１９８５；大迫ら，１９８６；大迫ら，１９８７；渡辺

ら，１９８８a）。これらの知見，情報を総合すると，噴火

湾周辺水域で産卵されたスケトウダラ０歳魚の移動パ

ターンとしては，噴火湾外渡島太平洋岸～胆振沖に滞

留するもの，日高沿岸を東進するもの，東北北部太平

洋岸に移動するものの３種類が存在すると想定され

る。

このうち，道東水域との関連からは，噴火湾から襟

裳以西水域の沿岸を東進した群の存在が注目される。

8 本 田



アンケート調査では，えりも町から大津までの水域に

関する情報が得られず，胆振～日高沿岸を徐々に東進

した０歳魚群がその後道東水域へ移入する過程を直接

的に確認することはできなかった。しかしながら，苫

小牧沖から襟裳岬に達するまでの移動方向と速度を考

えると，これらの群が秋季以降に襟裳岬を越えて道東

水域に移入することは十分に考えられる。

なお，虎杖浜，冬島の両漁協からは，混獲，目視事

例なしの回答を得た。このうち冬島漁協については，

スケトウダラ０歳魚が混獲，目視されるような漁業種

類が無いためとの説明を受けた。虎杖浜については明

確な理由は不明であるが，その周辺の漁協で確認報告

が上がっていることを考慮すると，スケトウダラの分

布が無いわけではなく，たまたまスケトウダラが分布

する時期にそれを確認可能な漁業活動が無かったため

と考えられる。

２）道東水域（襟裳岬以東～納沙布岬以西の太平洋）

アンケート調査の結果，春～夏季の道東水域におけ

る０歳魚の出現は大津沖のみで見られ，産卵場の存在

が示唆されている釧路沖や，北方四島水域に隣接する

根室半島太平洋岸では，稚魚の発見報告は得られなか

った。大津沖における０歳魚の出現時期は６月下旬で，

噴火湾周辺水域および根室海峡水域での出現時期に比

べ約２ヵ月遅かった。このずれは，当該水域における

産卵盛期が噴火湾周辺水域での産卵盛期から１～２ヵ

月遅れる（金丸，１９８５a；濱津，八吹，１９９５）という知

見と一致した。この大津沖水深２０�前後の沿岸域は，
道東水域における産卵場の一つである広尾沖からごく

近い距離にある。襟裳以西水域から道東水域への０歳

魚の移入の可能性については，日高沖から襟裳岬付近

にかけて０歳魚が出現する時期が８月～１０月であるこ

とから，襟裳以西水域からの移入の時期として６月は

早すぎると考えられる。また根室海峡からの移入であ

る可能性については，移入位置（根室半島以東）と出

現位置（大津沖）が非常に離れており，かつ根室海峡

における産卵期（２～４月）から大津沖で発見される

６月下旬までの間，移動経路にあたる水域での分布に

関する知見，発見情報が得られておらず，根室海峡の

産卵場と６月に大津沖に出現した０歳魚を結びつける

ことは難しい。これらの結果を総合すると，少なくと

も６月下旬に大津沖で確認されたスケトウダラ０歳魚

については，道東の産卵場に由来するものである可能

性が高い。

一方，秋季（９～１１月）以降になると，道東水域の

大陸棚上から大陸斜面にかけての広範な範囲で０歳魚

の分布が確認されるようになった。６月に大津沖で発

見された０歳魚群の分布がごく浅く，限定された狭い

範囲であったのに対して，秋季以降の分布域は道東水

域全体にわたり，また水深範囲も６０～３００�と大きく
広がっている。道東水域における産卵場の規模は噴火

湾周辺水域の産卵場に比べ小規模で（小林，１９８５），

道東水域における卵・稚仔魚の分布量は噴火湾周辺水

域に比べて極めて少なく（金丸，１９８９a），また産卵の

規模は経年的に変動することが指摘されている（濱

津，八吹，１９９５）。これらの既往知見を考慮すると，秋

季以降に道東水域に広範に分布するスケトウダラ０歳

魚の全てが道東の小規模な産卵場由来の個体だけで賄

われているとは考えにくく，夏季以降に相当量の０歳

魚が隣接水域から移入していると考えるべきである。

なお，アンケート調査で分布が確認された０歳魚の

分布水深は，既往の知見（Miyake et al., １９９６；志田

ら，１９９９）に比べて深い方に偏っている。この理由と

しては，スケトウダラ０歳魚の分布水深が広範囲にわ

たるなかで，本調査において発見情報が寄せられた漁

業の操業水域が深い側にあり，一方，シシャモの試験

操業は浅い側で実施されたためと考えられる。

３）根室海峡

本調査の結果，根室湾西岸（別海）のごく沿岸域に

おいて，３月下旬～７月下旬の長期にわたってスケト

ウダラ０歳魚の分布が継続的に確認された。時期的に

もまたその分布位置からも，これらは海峡北部で産卵

されたスケトウダラ仔魚が南下，拡散したものと考え

られる。しかしその後，既往知見，アンケート調査の

いずれからも，スケトウダラ０歳魚の分布域は再び根

室海峡北部へ移動した。

金丸（１９８９a）は，産卵期における卵の分布密度が

表層に近づくほど高くなること（金丸ら，１９８４），ま

た２月下旬および３月下旬に，スケトウダラのふ化直

前の卵が大量に野付水道を南下する現象が捉えられ

たこと（金丸ら，１９８４）から，卵・仔魚段階のスケト

ウダラが太平洋へ流出する可能性を示唆し，特に１９８４

年における流氷の太平洋岸への流出量と，同年５月の

道東太平洋沿岸における卵・稚仔魚の分布量がともに

多かった点に注目している。また，佐野ら（１９９３）は

卵・稚仔魚の分布密度のパターンから，冬季の北西風

の卓越による表層水のロシア側水域への移動を示唆し

た。仮にスケトウダラの卵・稚仔魚が風や海流の影響

によって表層水とともに南に輸送され，かつその間稚

仔魚の生残にとって好適な環境条件が保持されている

とすれば，根室海峡北部で産卵されたスケトウダラの

卵・稚仔魚が，冬季～春季にかけて根室湾周辺，ある

いはより東側の国後島周辺水域を介して太平洋側に

移送される可能性は否定できない。しかしながら，そ

の移入先となる釧路以東水域における春季の卵・稚仔
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魚の分布については，前述の１９８４年には比較的多量

の卵および稚魚の分布が確認されたものの（金丸

ら，１９８６；吉田，１９８６ 金丸，１９８９a），その後１９８５年

には卵の採集量が多くても稚仔魚の採集量は少なく

（金丸ら，１９８７；大迫ら，１９８７），また１９８６，１９８７年につ

いては卵，稚仔魚ともに分布量は少なかった（渡辺

ら，１９８８b；金丸，１９８９b；渡辺ら，１９８９）。この間根室

海峡で採集された稚仔魚の量は毎年高位でほぼ安定し

ており（金丸ら，１９８６；金丸ら，１９８７；加賀，１９８８；

金丸，１９８９b），産卵量自体にはそれほど大きな年変動

はなかったと考えられる。また，Зверькова（１９９９）

は，根室海峡で産卵されたスケトウダラの卵・稚仔魚

の多くが，オホーツク海側の海流によって千島列島の

オホーツク海側沿岸を北東方向に移送され，その一部

が択捉島太平洋岸水域に到達し，未成魚期を過ごすと

考察した。以上の結果を総合すると，根室海峡北部の

産卵場に由来するスケトウダラ０歳魚の大半は，夏以

降海峡を北上し，あるいは東側へ移動して北方四島水

域へ移動するものと考えられる。卵・稚仔魚が冬季間

に野付水道を南下し太平洋側へ移出する可能性は，何

らかの海況的な条件が揃った場合にのみ生じうる限定

的な現象と考えるべきであろう。

夏季以降における根室海峡から太平洋への移出の

可能性については，以下のように考察する。野付水

道，根室湾および珸瑶瑁水道付近の海深は１０～２０�
程度と極めて浅く，また夏季～秋季における根室湾口

部における水温は，７月下旬時点で表層が１３～１４�，
底層が６�程度，また同１０月中旬には表層から海底付
近までほぼ１３～１４�と高い（北海道栽培漁業振興公
社，１９８１）。本調査において，夏季～秋季に分布が確

認されたスケトウダラ０歳魚の分布水深は，襟裳以西

水域において６０～１５０�，道東水域では１５０～２５０�であ
ったが，それぞれの分布水深における水温は３～９�
程度と考えられる（北海道立水産試験場，１９９９a；北海

道立水産試験場，１９９９b；北海道立水産試験場，２０００a；

北海道立水産試験場，２０００b）。これらの結果から類

推すると，夏季以降の根室湾の物理環境は，着底後の

スケトウダラ０歳魚が生息するにはかなり浅く，かつ

高水温であり，生存にとって不適切と考えられる。よ

って，夏季以降に根室海峡に分布するスケトウダラ０

歳魚が珸瑶瑁水道を通って太平洋側へ移動することは

考えにくい。

道東水域に分布するスケトウダラ０歳魚の供給源

噴火湾口部水域，道東水域，根室海峡北部水域の各

産卵場で発生したスケトウダラ０歳魚の分散，移動，

さらにその後道東水域へ移入する可能性について，既

往知見とアンケート調査結果を併せて整理し考察を加

えた。それらの結果を総合すると，秋季以降の道東水

域におけるスケトウダラ０歳魚の広範な分布は，道東

水域固有の小規模な産卵場に由来する群だけでは説明

できず，噴火湾口部の産卵場で発生し，その後胆振～

日高沿岸を東進したスケトウダラ０歳魚群が，夏～秋

季以降に道東水域に移入することによって起こる可能

性が高いと考えられる。

近年，北海道太平洋岸では計量魚群探知機を用いた

スケトウダラ現存量調査が盛んに行われるようになっ

た（Honda,１９９８；本田，２００１）。このような調査にお

いて，スケトウダラ０歳魚の分布を時期を追って定量

的に捉えることにより，各産卵場に由来する０歳魚群

の移動，あるいは他水域との間での移出入の過程を定

量的に評価することも可能になると思われる。また，

北海道周辺の各水域で採集されたスケトウダラ０歳魚

の耳石日周輪から，その個体のふ化時期を逆算し，そ

の産卵場を特定しようとする研究も行われており

（Nishimura et al., 印刷中），将来的には道東水域に

同所的に分布するスケトウダラ０歳魚の産卵場毎の分

布割合なども明らかにされることが期待できる。今後

様々な調査研究の結果から道東水域に分布するスケト

ウダラ０歳魚群の由来と，スケトウダラ太平洋系群の

資源全体における位置が明らかになれば，０歳魚の分布

量あるいは年級豊度からその後の太平洋系群全体の資

源動向を予測することも可能となるであろう。
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